
ブリヂストンは2005年より、日本の森が抱える課題を解決するため

 
「B・フォレスト

 

那須塩原」で森林整備を行ってきました。「B・フォレス

 
ト」は、環境教育のフィールドとしても活用されています。2010年から

 
は「B・フォレスト

 

エコピアの森」として活動を全国に拡げていきます。
【プロジェクトHP】

http://www.bridgestone.co.jp/eco/project/ecopia_forest/

B・フォレスト

 

エコピアの森

WWF・ブリヂストン

 

びわ湖生命（いのち）の水プロジェクト

子供たちを中心とした地域の方々や彦根工場の社員が参加する自

 
然観察会を開催するなど、琵琶湖の大切な自然を守る活動をして

 
います。
【プロジェクトHP】

http://www.bridgestone.co.jp/eco/project/biwako/

●日本国内での活動例

ブリヂストンこどもエコ絵画コンクール

子供たちの絵から見えてくる自然への思いをしっかり受け止め、大切

 
な自然環境を未来の子どもたちに残していくことは大人の責任である

 
という考えのもとで2003年より毎年開催しており、第7回は「なかよく

 
くらす

 

しぜんといきもの」

 

をテーマに全国各地から、15,576点の応

 
募がありました。
【プロジェクトHP】

http://www.bridgestone.co.jp/eco/project/ecokaiga/
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タイ農業省とWWFタイランドが進めている地域住民のための自然教

 
育センターの設置と自然教育プログラムの実施に対して、ブリヂスト

 
ンは資金協力をしています。また、独自の環境プログラムを立ち上げ

 
て、地域の子どもたちに環境保護の大切さを伝えています。

タイ

 

自然農業教育センター

ニュージーランド

 

自然公園での

 

"Kea enclosure" プログラム

ニュージーランドではKea Campers社と共同で自然公園の保全プロ

 
グラム

 

"Kea enclosure" プログラムを設立しました。これは、ロトルア

 
のレインボースプリング自然公園での、野生ケアオウムの保全と発展

 
を目指すプログラムです。観光客に人気のスポットで、ケアオウムの

 
棲みかの確保と環境保全に貢献しています。

●アジア、オセアニアでの活動例

インドネシア

 

荒廃地の緑化によるCO2吸収とバイオ燃料生産の実証的研究

早稲田大学人間科学学術院教授森川靖氏と（財）国際緑化推進セ

 
ンターは、早稲田大学とブリヂストンの連携プロジェクト「W-BRIDGE」

 
の委託研究として、インドネシア・ロンボク島で、地域の生活と森林保

 
護の両立を目指し、農業が困難な荒地の緑化の実証研究を行いまし

 
た。
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Bridgestone Americas社は、環境団体や地域団体の協力のもと、

 
テネシー州で環境教育と総合研究を組み合わせたブリヂストン環

 
境教室プログラムを実施しています。

 
生徒達は野外授業や参加型の授業を通して、楽しみながら環境

 
について学んでいます。

アメリカ

 

環境教室

●アメリカ、カナダでの活動例

アメリカ

 

野生生物の生息地保全

Bridgestone Americas社は、テネシー州、ノースカロライナ

 
州、オクラホマ州、メリーランド州とオハイオ州で広大な土地

 
を野生動植物のための聖域として確保し、生息地の保全に

 
貢献しています。

カナダ

 

学びの広場

ブリヂストンカナダ社では、地元の小学校を対象とした「学びの広

 
場」プログラムのスポンサーをしています。「学びの広場」は、子供た

 
ちが自然や環境、野生植物を学んでいくフィールドとして活用されて

 
いる他、子供たちが遊ぶための日陰も作り出しています。「学びの広

 
場」は、蝶の庭、野鳥保護区、野菜の庭、カヌーの森、砂糖の茂み

 
といった5つのエリアから構成されています。
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●ヨーロッパでの活動例

スペイン

 

植樹プログラム

ブルゴス工場の従業員とその家族が、工場周辺地域の環境改

 
善活動を行いました。4つのグループに分かれ、120人のボラン

 
ティアが160本の木を植え、UNEP（国連環境計画）が推進してい

 
る「10億本植樹キャンペーン」に登録されました。

南アフリカ

 

ケープ・レオパード基金

ケープ・レオパード基金は、西ケープ地域に住む肉食動物の保

 
全プラン、調査プロジェクト、観光政策の推進を行っています。

 
この団体は、岩場の多いでこぼこした荒野を5台のトヨタの

 
ピックアップトラックを使って活動しており、そのタイヤを

 
Bridgestone South Africa社が提供しています。
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●アフリカでの活動例
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